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＜連絡事項＞

· 11/13（月）～15（水）の3日間　9：30～10：15より病院4階ユーティリティーホールにてインフルエンザ予防接種実施期間となります。10：15以降は入院患者様の予防接種の為、4階ユーティリティーホールでの接種は完全に終了しますので、各スタッフは10：10までに、事前に配布してある予診票を持参し受けるようにして下さい。東病棟患者様は14日（火）の予定となっています。患者様の誘導、問診は病棟スタッフで行う事となりますので、接種場所のセッティングをお願いします。

· 本日より定期採血が始まっています。事故の無いよう各自実施前の確認（患者様の氏名等）を怠らず、マニュアルに沿って実施していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・田中　静子様～以前より主治医からリハビリの為、外出・外泊の訓練をするように指導があり外出届けを記入して頂いていましたが、本人より「11月14日に外出日時を変更したい」との希望があり、本日主治医へ確認しています。主治医より、11月14日で外出許可があり、外出時の注意事項として、リハビリ目的の外出であり、外出中は必ず御家族の方が付き添う事と説明されています。御家族へは日時変更について連絡済みです。本人は、「あまり行きたくない」と話されてもいます。外出前・外出後の精神状態に変化は無いか、表情や口調の変化、不安感等の訴えの有無について注意して観察していきましょう。外出中の様子についても帰院時に御家族から詳細に聞き、主治医へ情報提供し、今後のリハビリについての確認をしていきましょう。

・古川　文博様～本日、14：30～16：30まで歯科受診の為、外出予定となっています。帰院時間は守って頂きたい事を伝え、遅れる場合は必ず病棟に連絡をするよう説明しています。また、帰院時の持込品（菓子類等の嗜好品類等）についても説明し、本人の了承も得ています。

＜皮膚科診察＞

· 安達　貴浩様～皮膚状態の改善見られず、タベジール臨時にて継続処方となっています。

· 奥寺　徹様～皮膚状態の改善見られず、タベジール臨時にて継続処方となっています。

· 松谷　さと子様～皮膚科診察にて、両足白癬と診断あり、ケルガークリーム1回/1日
　　　　　　　　処置を行うようにとの指示あります。

· 佐々木　尚子様～皮膚科診察にて、両足白癬との診断あり、ケルガークリーム1回/1
　　　　　　　　日処置を行うようにとの指示あります。また、右足第1趾と第2趾間
　　　　　　　　にテラコートリル＋アズクロ1回/1日処置を行うようにとの指示あ
　　　　　　　　ります。

· 阿部　文香様～両手の皮膚状態の改善見られず、ユベラ錠が臨時にて継続処方となって
　　　　　　　います。また、右足踵部角化症との診断あり、アズクロ＋ガーゼ保護1
　　　　　　　回/1日処置を行うようにとの指示あります。

· 倉舘　昌雄様～皮膚科診察にて、両足白癬との診断あり、ケルガークリーム1回/1日
　　　　　　　処置を行うようにとの指示あります。また、左足二次感染との診断あり、
　　　　　　　膿腫が出来ている可能性があるとの事で野沢Drが穿刺しています。膿
　　　　　　　腫は出来てはいませんでしたが、今後出来る可能性があるとの事でサワ
　　　　　　　シリン（250）が3日分臨時処方となっています。3日後の木曜日（11/16）
　　　　　　　再診するとの事でしたので、11/16皮膚科診察をお願いします。

　＜新入院・隔離室入室患者様検討＞

· 野沢　英貴様～現在、終日隔離中です。入室中はドア叩き、高笑い、独語、放歌等目立
　　　　　　　ち落ち着きの無さが続いています。夜間覚醒し、激しくドアを叩く事も
　　　　　　　あり、睡眠状態も安定していません。主治医指示で日中の退室時間を設
　　　　　　　けていますが、退室中も落ち着きの無さは見られており、テレビのチャ
　　　　　　　ンネルを弄る、トイレの水流しを繰り返す等の行為がある為、常時スタ
 　　　　　　　ッフの見守りを必要としています。今後も徐々に退室時間の拡大し、
 　　　　　　　隔離室使用へのストレスの緩和を図り、迷惑行為の無いよう行動のコ
　　　　　　　ントロールを促していきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス＞

· 小笠原　久年様～精神症状の不安定さ続いており、時折叫ぶ事も見られている。薬剤調
　　　　　　　　整を行ない、コントミンを増薬する。

· 阿部　文香様～近日、心理検査を実施予定。現在、セロクエルを追加し薬剤調整を行な
　　　　　　　っており、効果はあると思われるが、効果については経過を見なければ
　　　　　　　分からない。副作用として体重増加と糖尿病に注意。入浴日に必ず体重
　　　　　　　側定を実施し、フローシートへの記入を確実に行って下さい。体重管理
　　　　　　　をしっかりと行う事。日中臥床がちにさせず、作業療法、リハビリテー
　　　　　　　ションプログラム等で刺激はどんどん与えて下さい。興奮も１つの指標
　　　　　　　としてどんな時に興奮するのか等、観察して下さい。　　　　　　　　　　　

· 巴　勇樹様～現在、薬剤調整を行なっているが今後、デパケンを追加していく。ジプレ
　　　　　　キサを服用しているので、副作用の体重増加に注意。この方も入浴日に必
　　　　　　ず体重側定を実施し、フローシートへの記入を確実に行って下さい。

＜川端Dr診察＞

· 東海林　康之様～夜間の尿失禁は続いていると訴え聞かれています。通常排尿時の残尿
　　　　　　　　感や排尿困難は無く、ふらつきや眩暈も無いとの事。減薬をすると躁
　　　　　　　　状態となる可能性あり、現在使用している量から薬剤量は減らす事は
　　　　　　　　出来ない為、就床前薬を減薬し、夕食後薬を増薬し様子を見ていく事
　　　　　　　　となっています。本日、昼食後薬服用後より定期薬は止めとなり、薬
　　　　　　　　剤調整し臨時薬が本日夕より7日分処方となっています。

· 吉田　光良様～胃部不快、嘔気、嘔吐は無くなったと話されています。過食は無いが、
　　　　　　　過飲水となる事があるとの事で、水分は1日1.5ℓ内にするよう主治医
　　　　　　　より指導されています。嘔吐等は見られないものの今後しばらくはFK
　　　　　　　散服用で様子を見ていくとの事で、FK散が臨時にて9日分継続処方（以
　　　　　　　後定期へ）となっています。

· 松谷　さと子様～入院費支払いの関係で銀行に行かなければならないと外出の希望聞
　　　　　　　　かれています。御家族の付き添いがあるのならば外出は許可すると主
　　　　　　　　治医より本人へ説明しています。会話時の痰がらみがあり、主治医よ
　　　　　　　　り痰がらみを注意して観察して下さいと指示があります。

· 水梨　孝純様～両下肢の痩せが著明であり、体重も減少してきている事から本日の夕食よ
　　　　　　　り流動食（アイソジェン）が1パック（300kcal）追加となります。現在、
 　　　　　　　1日に約1850～1900kcalはとれていますが、血液データでは低蛋白見ら
 　　　　　　　れ、年齢も若く基礎代謝が高い事も体重減少の理由として考えられるとの
 　　　　　　　事です。入浴日に必ず体重側定を実施し、フローシートへの記入を確実
 　　　　　　　に行って下さい。体重管理を確実に行っていきましょう。












